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享
保
八
年
（
一
七
二
三
）
四
月
廿
三
日
、
五

代
将
軍
綱
吉
の
息
女
竹
姫
が
祐
天
寺
に
参
詣
、

か
ね
て
心
願
の
阿
弥
陀
如
来
尊
像
を
造
立
し
た

い
旨
を
祐
海
に
伝
え
た
。
祐
海
は
そ
の
折
、 

「
本
尊
ご
造
像
の
う
え
は
、
堂
を
も
ご
建
立
遊

ば
す
よ
う
」 

と
進
言
し
た
こ
と
で
、
同
年
五
月
十
三
日
、
竹

姫
の
お
附
き
、
お
と
み
と
ふ
じ
恵
を
通
し
て
、

文
に
て
次
の
よ
う
に
寄
せ
ら
れ
た
。 

「
阿
弥
陀
如
来
の
事
、
御
長
ヶ
三
尺
の
座
像
、

お
堂
は
宜
し
き
様
に
ご
建
立
、
右
阿
弥
陀
如
来

の
尊
像
は
、
神
田
の
仏
師
小
堀
浄
運
へ
申
し
つ

け
よ
」 

こ
れ
を
受
け
て
祐
海
は
、
た
だ
ち
に
建
立
に
必

要
な
材
料
と
、
大
工
や
人
足
な
ど
の
手
配
を
済

ま
し
、
九
月
四
日
、
そ
の
許
可
願
い
を
寺
社
御

月
番
土
井
伊
豫
守
に
提
出
し
た
。
即
刻
、
明
後

日
六
日
、
土
井
宅
へ
祐
海
が
こ
ら
れ
た
し
と
の

返
書
が
届
き
、
そ
の
日
、
祐
海
が
出
向
く
と
、

阿
弥
陀
堂
建
立
の
許
可
が
つ
い
に
お
り
た
の
で

あ
る
。 

 

十
一
月
十
二
日
、
金
色
の
阿
弥
陀
如
来
尊
像

は
完
成
し
た
。
小
堀
浄
運
は
す
ぐ
さ
ま
こ
の
こ

と
を
祐
天
寺
に
伝
え
、
同
日
、
像
は
納
め
ら
れ

る
。
翌
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
本
堂
北
の

方
の
御
前
の
間
に
お
い
て
、
屏
風
囲
い
を
し
て

尊
容
を
安
置
、
開
眼
供
養
を
営
む
。
十
六
日
に

は
、
本
尊
を
お
迎
え
と
し
て
、
竹
姫
か
ら
の
使

者
、
大
奥
御
広
敷
番
深
川
平
兵
衛
ほ
か
数
名
が

来
寺
、
竹
姫
の
文
と
祝
い
の
言
葉
を
言
上
。
十

九
日
、
大
奥
御
年
寄
中
か
ら
、
供
養
の
も
く
ろ

く
、
御
女
中
方
か
ら
は
銀
包
な
ど
の
お
供
え
が

あ
っ
た
。 

 

十
二
月
十
九
日
、
下
目
黒
棟
梁
大
工
小
林
庄

右
衛
門
、
地
割
濱
田
仁
兵
衛
、
肝
煎
甚
右
衛
門

三
人
へ
、
三
間
四
面
の
阿
弥
陀
堂
築
造
を
命
じ
、

同
廿
四
日
手
斧
初
め
の
儀
式
を
執
り
行
い
、
祐

天
寺
僧
衆
が
唱
和
す
る
護
念
経
と
念
仏
廻
向
に

よ
り
、
滞
り
な
く
地
鎮
祭
を
奉
修
。 

享
保
九
年
正
月
十
五
日
を
期
と
し
て
、
阿
弥
陀

堂
建
造
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

三
月
廿
八
日
、
柱
立
。
棟
梁
小
林
庄
右
衛
門

は
じ
め
、
地
割
仁
兵
衛
と
肝
煎
甚
右
衛
門
ほ
か

が
控
え
る
中
、
本
寺
僧
衆
が
安
全
祈
願
の
四
誓

偈
と
念
仏
廻
向
を
供
養
す
る
。 

 

四
月
十
三
日
、
阿
弥
陀
堂
上
棟
。
五
月
十
二

日
、
こ
と
ご
と
く
阿
弥
陀
堂
の
建
立
成
就
に
つ

き
、
入
仏
供
養
法
事
式
が
修
行
さ
れ
、
本
堂
に

て
四
誓
偈
、
念
仏
廻
向
の
の
ち
、
大
玄
関
か
ら

阿
弥
陀
堂
へ
、
僧
衆
は
二
列
に
並
ん
で
、
酒
水

を
持
つ
僧
一
人
、
楽
僧
九
人
の
ほ
か
、
大
工
三

人
と
仏
師
小
掘
浄
運
、
幡
二
本
、
天
蓋
を
そ
れ

ぞ
れ
捧
げ
持
つ
僧
六
人
、
香
衣
の
僧
四
人
、
導

師
祐
海
、
侍
者
祐
益
、
祐
達
、
役
僧
霊
林
、
寛
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雄
、
祐
弁
、
祐
門
、
祐
義
、
祐
的
、
義
潭
和
尚
、

梵
潮
和
尚
、
檀
的
和
尚
、
茶
の
間
役
の
僧
三
人
、

詰
衆
十
三
僧
、
そ
の
他
取
持
道
俗
が
行
列
の
後

に
つ
づ
き
、
参
列
者
七
十
五
人
余
が
阿
弥
陀
堂

の
前
へ
と
進
み
、
祐
海
と
侍
者
そ
し
て
楽
僧
と

役
僧
数
人
が
入
堂
、
入
仏
供
養
法
事
式
が
厳
修

さ
れ
た
。 

 

七
月
十
三
日
、
大
奥
の
於
連
が
阿
弥
陀
堂
の

扁
額
を
寄
進
、
祐
海
が
筆
を
執
る
。 


